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●化学反応式ができる人へ

中学理科の化学反応式は少ないので、「暗記」
や「フィーリング」（なんとなく）で、できてしまう人
もいます。ただ高校に行くと多数で通用しない
ので、原理からしっかり理解していきましょう。

●化学反応式ができない人へ。

暗記やフィーリングでは無理だったということ
です。原理からしっかり理解していきましょう。































①銅＋酸素→酸化銅の化学反応式を
書いてみよう。

②酸素が0.14g増えた時、酸素と化合した銅の
量は？



① ア Cu＋O2→CuO
イ Cu＋O2→2CuO
ウ 2Cu＋O2→2CuO

（Cu左2個＝右2個）
（O 左2個＝右２個）

②２Cu＋O2→2CuO  反応の量比４g＋１g→5g
O2が0.14ｇなので、

化合した銅は 0.14g×4=0.56g























酸性系が赤変、アルカリ系が青変

ただしフェノールフタレインはアルカリ
で赤、塩化コバルトは水で赤




	千葉県公立高校入試「理科」�　�
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	①銅＋酸素→酸化銅の化学反応式を書いてみよう。�
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	酸性系が赤変、アルカリ系が青変�ただしフェノールフタレインはアルカリで赤、塩化コバルトは水で赤
	スライド番号 37

